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多くの人々に共通する経験であるテスト不安の研究は
児童の知能，人絡，学業などと関連してすでに多数行わ
れ，とくに特定の課題笑践におりるテスト不安の妨害な
いし促進的効果lζ関する条件分析は，児湿の学習ひいて
貌や教師の指導のあり方に大きい貢献をしたと思われ
る。しかしζれIζ対し.テスト不安発生の先行条件，と
くに Sarason1I らの仮定する家庭ないし観の態度など
との関速については，なお実証的tζ研究が之しいようで
ある。
いうまでもなく学校におけるテスト不安については，
教師の成績評価約な存在が大きい怠殺をもっていよう。
またそれを規定する特定の社会の教育方針や組織， 学校
や試験を重捜する社会的勢力も無視できないであろう。
乙の点について Sara50nらは， たとえテスト11:良好な
成鎖をあげても，強い不安を示すものとそうでないもの
のあることから，テスト不安には教師の窓後とともに，
学校内外の複雑な婆因を考aする必要があるとし.さら
に他の人からの評価を経験する子どもの学校外での般も
窓重要な場面は，その判断が子どもにとって2主義をもっ大
人による実肢の量的質的評価のそれであり，その録初の
強力な場面li家庭的なものと仮定している。乙うして彼
らによると，テスト不安児の学校における反応は.学校
生活開始前後の，心型量的に類似した家庭における経般を
反除している乙と，またテスト不安反応はその窓鋭的窓
鏡花くわえ，家庭の特別な懇子関係に関連する無意激的
な意書量をももち，とくに後者について，鎮の子へのさま
ざまな評僚的態度が，子の設への攻電車や殺意を生じ，ま
たそれらの抑圧から生ずるテスト類似総面での子どもの
罪悪感，依存，自己厳領，非攻撃へと発展する心理的メ
カニズムを示唆している。つまりテスト不安の研究には
家庭ないしまE子調係の要因を考aiせざるをえはいであろ
っ。
綾子関係とくに認の態度が子どもの人絡形成に大きい
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影響を与える乙とは，すでに多くの研究の指摘すると ζ
ろであるが，不安も人絡特性の一つの猪俣であるとすれ
ば.当然親子関係のあり方と関連するはずであり.Sara-
50nらのいう家庭におけるテスト類似の評価的場面も，
全体的な綾子関係の一部と考える乙ともできょう。した
がって，家庭ないし親の態度のうちどのような因子が.
テスト不安とより直後的な関係をもつかを明らかにしな
ければならないとしても，まず一般的な親子関係とテス
ト不安の関連を検討しておく乙とも無意味ではないと忍
われる。本研究の意図はζ乙にあった。なお乙の点lζ関
しSara50n らのテスト不安と親の態度とりあっかいに
関する研究からは，必ずしも予期した結泉をえられてい
ない。またわれわれが以前ICTASCを用いて行った小
学生の綾子関係K関する研究21でも，なお検討の余地が
少くないと思われた。患近 Weinstein3> li綬密な母子
関係、とテスト不安の閥iζ負の相関を発見しているが，父
子関係をも含めた綜合的な親の態度を問題とする研究は
意外iζ少ないようである。
以上のような見地にたって，乙の研究はテスト不安と
親子関係の関連を明らかにするため，一般的な観{父母)
の態度と観〈父母)への同一視の函から，テスト不安の
i寄低両苦手の比較検討を試みようとした。
なおSarasonらによると， テスト不安の先行条件と
しての家庭ないし譲の態度は，小学佼入学前後の経験tζ
ポイントがおかれているが，乙 ζでは調査の部会で，対
象となった小学生の現在的体験を中心とせざるをえなか
った。幼少期の経験については将来の問題としなければ
ならない。
また.一級の懇の態度の測定のほかに.親への悶ー授
の面からみようとしたのは，前者が畿の子への態度とい
う，いわば子にとって受身約な関係であるに対し.後者ー
は子の綾への態度という，錫へのより積極的な関係、を杷
援できると考えたからである。Sarasonらのいうテスト
不安児のもつ章受への敵愈やtdl性があるとすれば， 間接
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的であっても乙れに反映されないか，また乙れにより不
安と綾子関係のさら江る手係りをえられないかと考えた
からである。一般に，豊臣への同一視lζついては.*lJ少期
から良ずるにつれて，母，父そして他の人身へと鉱大さ
れるが.父母への肉一後は次第に消失するというより，
むしろ基本的な底流として存続するもので，小学生の頃
はなお非常に強力であると考えられる。またどちらかと
いえば，間性の親への同一慢の傾向があり，不適応児の
同一線には，とくに男子の場合，父への傾向が乏しいζ
となどを示す研究カり〉くないようである。 緩への同一線
の問題についても.もちろんなお検討の余地は多いが乙
乙では貌への同一線傾向の乏しいζとは，緩のモデルと
しての子への彫響の少ない乙と，綾子関係の好ましくな
いあらわれを示すとする.Sr.場にたっている。
以上のような見解を基礎tζ，乙乙では次の仮定を銭1
検証するととにした。
1)高いテス ト不安の子の親の態度は，低い子の緩の
それに比して.好ましくない傾向が多いであろう。とく
に子どもに敵愈や攻$性を1=.ぜしめる態度が問題となる
であろう。
2)高いテス ト不安の子l立低い子1:比して，親への同
一視傾向が少ないであろう。とくにa)テス ト不安の高
い男子は父1:.女子は母lζ同一復する乙とが，不安の低
い界女iζ比してより少ないであろう。 b)父母のどちら
により同一被するかという点からみて，高いテスト不安
の男子は父より玲1:.女子(1母よ灼父への同一視傾向が
それぞれ低い不安の男女よりより大きいであろう。
掴査の方法
l 銅賞Eの対怠 ~査の対象は三つの小学校の4.5.
6年生男女計521名であ勺た。 その学位 学年，性別の
人数Ii第1!tの通りである。MとSK校は各学年金クラ
スの児貨を. 5校11学校の都合により各学年1クラスの
児童を対象とした。 MとS校I立大阪市内にあり，先1iの
家庭には商雪'U;S多い.とくにM校は大阪市有数の繁華街
1:近い。 SK校は大阪府にtlする奈良県下にある。その
家庭lま.家が中心であった。つまり前2校は都会地Iζ，
後者iま.村にある点で.地域社会的にも大きい差異が包
められよう.後者1:比し前者4ζ人数の少ないζともその
反映のーっと恩われるo f，よおM小学校はわれわれの先の
報告の対象校であったから.一定の年代的問問をおいて
(約7年).本研究の給央を検討する便宜もあった。また
すでに指鏑したように，乙れらの学校の教育方針，担任
教師の指E患のあり方式回テスト不安の結果に大きい彫容を
すると思われるが，乙乙では明らかにしていない。今後
• 
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針
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n 
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男 13 18 52 
s 女 13 14 43 
苦f 26 32 37 95 
SK tli1111 
男 74 91 
l!t 女 1∞ 85 
計 I 174 I 176 I 171 I 521
の探舗の一つであろう。
2. 聞査の手続 児貨のテスト不安の測定:1.すでに
述べた Sarasonらの TASCを用いた。わが固におけ
るその妥当性と信頼皮についてはなお検討の余地がある
が，乙乙ではそのまま翻祭して用いた。3οの質問項目か
らなり，肯定の反応にそれぞれ1点を与えて不安得点を
算出する。その質問の具体例は第3表を多照されたい。
鏡子関係の測定は田研式鎮子関係テスト (児童用)と
甥への同一俊の面からする質問紙を用いた。前者は 1∞
の質問からなり，殺の態度の10袴牲について包活約に調
べるものである。後者については，従来のわれわれの研
究引かる製への同一視の内容として類似，認しみ，手本
電車敬.将来のモデルをとりあげ.5つの質問を構成した。
父と母それぞれ別留に，例えば f考えたり感じたりする
ζとはお父さん(お母さん}にどれくらい似ていると思
いますかjと問い. 1ないし5段階の苦手定をさせたe乙
の評定K:応じ1ないし5の得点を与え獲理した。
乙れら3つの測定は，全てをともに印刷した質問紙に
一括し. 3つの学校の児童に対しそれぞれの学級どと1<:
教室において集団的に回答させた。
調査員自聞は昭和4訴手6月より7月にかけてであった.
結果と考察
1. テスト不安の実慾 テスト不安と綾子関係の~速
についてふれる官官K:.まずテスト不安の実態を考察して
お乙う。なお TASCの資科を折半法により検討したと
乙ろ，その信頼係主主 tスピア7 ンのr)は0.69であった。
犯の質問のうち肯定したものに1点を与え益還したと
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乙ろ.急成O点 (小学4年生女子}から飯高29点(小学
6年生男子Jの範囲の分布がみられた。学校，学年，性
別の平均 第2褒 テスト不安得点 〈平均〉
得点は!u
2衰の通
りとなっ
た。乙れ
によると
まず性別
では.M
J交の6年
生とS校
の4年&-.
を除き.
全体として男子より女子IC:不安傾向が高いようであり，
従来なされた各国の研究結果とほぼ問じ傾向を示してい
る制。
次tζ学年別耳'均得点では.M校の男友とS校の男子Iま
発達tζ応じ不安傾向が減少しているが.S校女子とSK
校の男女では5年生が震も高い傾向を示し.年令4ζ応ず
る-~の傾向を発見できなかった。年令以外の{也の要因
の影響によるのであろうか。さらに乙れに関連して学校
閲を比較すると，学年と性oillを除いて全体平勾からみて
MとS小学校の平均がほぼ閉じであるに対し. SK小学
校!~比鮫的高い不安傾向を忽めた。約者が都市の， 後者
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が農村の学後であると乙ろから，テスト不安には地括主的
特性も考慮する必要があるようである。
M校lまわれわれの以前の研究と今回のそれの同じ対象
伎であったため，前資婦の比鮫I~よって時代的経過を知
るととカfできるとも恩われたが，今回の資料が男子でや
や不安傾向の低いととを除き，著しい差を発見できなか
った。学校の教育方針その他の条件をできるだ砂マッチ
させる必要があったと忍われる。
なお第3表liテス ト不安の質問項目どとに，肯定され
る乙との多いもの(対叙人数の印%以上)と少いもの(同ー
じく40%未満)を示したものである。前者lま多くの児窓
tζ共通するテスト不安であり，後者はむしろ特殊なもの
と考えられる。腹鏑，手の震え，夢など後者!と生理的特
性をもつものが多い乙とは興味深い。なお質問項目.ll]c:
検討すると，性別，発途段階でいくつかの大きい廷を示
すものもあり.テス ト不安項包の再倹討の余地も示唆さ
れるようであった。
上述の資料からテスト不安の高いものと低いものを選
出した。ζれはさきに設けた仮定，親の態度とまEへの同
一視との関連を知るためのものである。すなわち全対象
のうちから.テスト不安得点の平均を中心に. 1.5シグ
マ以上と以下のものを選び，前者をHA苦手，後者をL企
務とした。なお乙れらとさらに対照する意味で，全体の
平均得点から1シグ7以内のものを求め.NA群とした。
これらの 3~の人数は第 4 表の通りである。 以下乙の 3
113表 テスト不変質問のうち肯定鎮皮の高いものと低いもの
? ??????、?
????????
?
?
?
?
??
??
?
比絞的頻度の高いもの
82% I学期末の怠験が心
79% I!式署員のあと成績が気になる
男 場 合、乞2 女 の 場。? の 子
79% 
75% 
3 試験のあと成績が気にはる 785b まえ験を，c~しない日がほしい 73% 
4 勉強してきたが調べられる心配 74% lit験中悪い点をとらないか心配 73% 
5 友人の方が自分より数学がよくわかる 68% 勉強してきたか調べられる心配 70% 
6 病気休校の時勉強が遅れる心配 68% 学校の涼験を心配する方 68% 
'i 比較的頻度の低いもの
位 男 子 の 場 メ'"、 女 ニf の 場 メロ、
1 !勉強を調べられるとお肢がおかしくなる 796 先生の質問lζ答えられぬ~ 6% 
2 鼠験中手がふるえる 10% 勉強を調べられるとお腹がおかしくなる 696 
3 先生の質問{ζ答えられぬ~をみる 11% 勉強わからなくて先生に叱られる夢 11% 
4 あたってうまく答えられないと泣きたくなる 12% 夜，友人と同じ乙とのできない夢 149彰
5 夜，その日の訟験の惑いg.をみる 13% 試験中手がふるえる 14% 
6 勉強がわからなくて先生IC:叱られる夢 13% 夜，その自の訟験の惑い喜界をみる 1896 
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HA 
NA 
LA 
霊平についての親の態度得点と毅への同一筏得点を算出し
とくにHAとLA両球についてt検定を試みた。
2. 貌のIl!i度とテスト不安 田研式親子爵係テス ト実
施の結果を，まず全体として考察すると，それぞれの親
の態度特性について，また学年，性別によって，必ずし
も一般標準にそってはいなかった。親の消極的拒否の態
度特性IC:て. 6年男子の母は約37.倒パーセンタイルの
最底を示し，最高のそれは父への期待特性で5年女子の
第5表 テスト不安の高低J.lIJ親の態度パーセンタイル平
均(男子の場合)
親の態度 父 の場 合 母の場合
特 性 HAINAILA HAINAILA 
消極的拒否 20.3 ぬ 51日 7220.5 1 46. 3 臼.0416 
49.6 jss.8 : 
4峰
積極的拒否 21.0 22.8145.5 56.8 : 
厳 格 26.5153.2158.8 : 抗 31 43. 8怜13
期 待 誌 51 43. 9 178. 4 : 20.5 日 4172.3i 
千 渉 誌~日 1 174.1 ! 23.0151.5h13 
不 安 鉛 ~I 臼 5 167. 4 : 32.01 54.1仲32
溺 愛 関.5 73. 2 69. 7 総 3 臼 4ヤ82
盲 従 74.8 
矛 盾 23.3ω 159.1 ! お~必 1 162. 1 :
不 一 致 37.7 1 58. 5 ~. 8 :139. 5 1 45. 9 jo. 2‘ 
(注)*印はHA.LA若手の得点t検定し危険率596レ
ベJレlζて有意
2印は同じく2%レベルにて有意
3印は同じく 1%レベルlζて有意
輩
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学
81.19パーセンタイ )LIの平均であった。ともに印バーセ
ンタイルを中心に大きい逸脱を示すものといえよう。た
だ調査対象が一応正常児と考えられるためか，全体とし
ての態度特性平均パーセンタイルは，すべてなお正常領
域iとあり，問題領蟻IC:入るものはみられなかった。つま
り調査対象の多くは健全な親子関係をもつものと考えて
よいであろう。
第5表はHA，NA. LA詳の認知した殺の態度特性
の平均パーセンタイルを示したものである。以下男子と
女子にわけで考察しよう。
1)男子のみた父母の態度について まず父の態度特
性を比較すると，父の溺愛と盲従の態度を除いて，他の
8態度特性にすべて有意な差を認めた。 LA苦手に比しH
A若手にその数値は低く，好ましくない貌の態度傾向が認
められる。とくに父の消極的拒否，積極的拒否，厳格，
不安，矛盾の態度は，平均30パーセンタイル未満である
ことが注目されよう。なおNA霊平はその大鶴分の態度特
性がHAとLA群の中聞にある数値をとっていた。予想
されると乙ろであろう。
次に男子の母の評価についても，父の場合とほぼ等し
し盲従を除きすべての母の態度特性に.LAよりHA
群により好ましくない傾向が有意に認められた。とくに
消極的拒否，積極的拒否，厳格，期待， 干渉，矛盾は低
い平均を示している。 NA群はやはりHAとLA群の中
間の地位を占めている。
乙のような男子のみた父母の態度特性の評価からは，
親の好ましくない態度とりあっかいがテスト不安に大き
い関連をもっといえそうであり，はじめに設けた仮定1
を支持すると思われる。とくに父母ともに拒否，厳格，
矛盾の態度が，さらに父の場合不安の態度が，母の場合
期待と干渉の態度が問題とされるであろう。とれらの態
度は一般に子どもに敵意や攻耳障的行動と結びつきゃすい
ものであり，乙の点さきに指摘した Sarasonらのいう
テスト不安発生のメカニズムにおける示唆を支持してい
るようである。 Silberm印 刷らはテスト不安児の学習に
おける社会的貧識の効果について実験を試みているが，
家庭における賞罰の考え方などテスト不安に限るわけで
はないとしても，とくに注意が必要と思われる。父の溺
愛と盲従，母の百従的態度も有意ではないがやはりその
傾向は認められた。ただ他の態度特性jζ比してテスト不
安との関連が少ない乙とは，殺への依存性とかスクーノレ
ホピアなどを考慮して.e!う解釈してゆくか，再検討を
必要とする問題であろう。
2)女子のみた父母の態度特性について 第6表によ
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116表 テスト不安の高低別毅の態度パーセンタイル平
均{女子の場合)
親の態度 父の場合 母の場合
特 i1j: HAINAILA HAINAILA 
消極的拒否 誌 31 54.6 167.6 i 20.3141.81誌 53
積極的拒否 37.51且 7171.4:主m1|ω1140.5 : 
B長絡 也 9tO.9: 45. 2ド53
期 待 55. 5170. 9 ド戸91 340.61昆 1t8.0! 
干 渉 3.1 1“9 jM.7 i 
不 安 54.4157.0ド2: 札 4149.21昆 3
溺 愛 体 61品 5ド7.0 67.4167・3164.6
盲 従 民 11品 8~2. 6 67.81田 9ド1
;:f 盾 ω |ι9ド53立5143.81幻 53
不一致 竺オ竺8j64.7 :1 34.7 1 52. 1h43 
(注〉3印(;tHA. L A詳の得点をt検定し，危険率1
%レベルiζて有窓
ると.HA. LA群聞に有意な差を発見できなかったも
のは.父の態度特性で盲従と溺愛，母の態度特性で不安
溺愛，富従であり，他のすべての特性については.LA 
よりHA苦手の父母tζ好ましくない傾向があった。とくに
母の消極的矩否，積極的拒否，厳格の平均値の低いζ と
が注1まされる。またNA群では溺愛と盲従を除、き，やは
りLAとHA群の中間の位置を占めているのがわかる。
つまり女子の場合も男子の場合と問機.仮定1を支持す
る結果がえられた。
以上男ム;のみた親の態度の結果から.テスト不安と親
の態度とは大きい関連があること.Sarasonらの仮定に
従えば.前者の先行条件として後者は有力な一つである
と考えられよう。とくに消極的拒否，積極的拒否，厳絡
など極織な殺の態度lま，子どもに受けいれられず葛践を
起し， 攻撃性を増加させるであろうし，またそれは緩の
子への消極的努筒を示すものにほかならない。また必ず
しも極績でなくと も，商務問tζ有意な差を示した態度特
性は，父母と子の性差による特殊性を示すと同時に，問
題児発生の共通の因子としてで江く，テスト不安に特有
な意書Eをもつものであるかもしれない。Sarasonらは臨
床的経験から，高不安児に子どもの.育』ζ関する父母関
の葛磁の存在を指携しているが，本研究においても矛盾
とと もに父母悶の不一致が発見されているととは興味深
い。なおとくに大きい関連のなかった，いわば愛情のゆ
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きすぎ的態度については，さらに将来の問題として検討
の余地がありそうである。
なおわれわれの先の研究結果にくらべ，今回の場合で
は同じ傾向をより明らかにしているといってよい。
3. 親への同一線とテスト不安 まず緩への同一視の
5つの領域にわけて， その平均得点の傾向を概指すると
全体として母への同一設は男子より女子に.父への同一
視は女子より男子lζ(とくに4年生において).すなわ
ち同姓の親への同一視傾向が認められ，また学年の高ま
るにつれて同一筏の減少する傾向もみられた。これらの
傾向はわれわれの以前の研究においてもみられたもので
あり， またその平均得点も今回のそれと大きい途いを示
していない。
117表 テスト不安の高低刻同一視得点(平均)
性. 同 父』ζ 対し 母 Iζ 対し
一
別 視 HAINAILA HAINAILA 
類似 Z同石|lE$47ド722. 95 1 3. 3413お男 手本 3 ぬ13.~_4t.72 
殺しみ 3.4513四 14.31! 3.95 1 4. 11 14. 45 
子 等教 3.4013.叫3.95 同 13.8414似
将来をTル 3∞|ω|ω 3お13.3113.22 
女
類似 2ω|ω 14∞'
手本 2.57 1 3. 4513. 82 .
3|叫 m.
3. 6314.10 .
続しみ 叩|同14.60 ..竺J~田川
子 尊 敬 2.7113.9414.1712.713.叫12.
将来的 2.231ω13.7812:叫a叫89.
(注)・印lまHA.LA群得点のt検定にて5第レベル
ICて有意
3印(i同じく 1労レベルにて有怠
第7表はさきに選んだテス ト不安の高低3欝のとった
同一視得点の平均を示したものである。以下男女にわけ
で考察する。
1)男子の父母への同一復傾向について まず父につ
いて.HA. LA群fdilζ有意な差を示したものは，父への
認しみと手本の2領域であり， ともにLA群IC高く..8 
A群iζ低かった。つまり高不安の児童は父への観しみを
もち，父を手本とする乙とが少ないといえよう。なお有
意ではないが，他の3領綾ICも同じ傾向は認められる。
また NA塁手は HA.LA群の中間utiそほlま占めている.
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〈将来の毛デルを除く)。
ζのような男子の父への同一視傾向は，はじめにあげ
た仮定の2を必ずしも全般的に支持するものとはいえな
いが，とくに手本と親しみの領域にはあてはまり，同一
視の函からしでも， 父子関係、の好ましくない乙と， 父の
モデルとしての子どもへの意義の小さいζとなど，テス
ト不安に関連があるといえそうである。
乙れに対し男子の母への問一視については，HA， L 
All草間IC有意な差を示す領綾を発見できなかった。将来
のモデルを除いて他の領域は， LA群よりHA苦手に同一
視の之しい傾向を認めるが，やはり仮定2のように，男
子のテスト不安にとって，同一視の面からする母の意義
はそう大きくないともいえそうである。
2)女子の父母への同一視傾向について女子の場合に
は，父iζ対しても母に対しても， HAとLA群聞にすべ
ての領域にて有意な差を紹めた。高不安の女子は父母へ
の同一視傾向が少い乙と，父母のモデルとしての役割が
乏しいといえよう。つまり ζの結果は仮定の2を明らか
に支持しているものである。しかし母と娘聞の関連を仮
定した2のaについては，それを支持するとともにさら
に父の定要性をも示す結果となった。男子の場合は母よ
り父の意畿が認められ，その程度も大きくはなかったが
女子の場合は潤性の母のみならず父の意義も，同一視の
会領域にわたり大きいζとを注意しなければならないよ
うである。 Sarasonれらは女子大学生を対象IC，高いテ
スト不安群の課題実践におけるモデル観察の効果を報告
しているが，家庭における父母のモデルとしての重要性
は女子にとってとくにあてはまるといえるのであろ う
か。なおNA群の平均値はやはりHA，LA群の中聞を
占めていた。
3)同一視における父母の相対的地位以上テス ト不
安k関連して父と母別個IC同一視の検討を試みたが，さ
らに父母聞の相互関係を明らかにし，仮定2のbを検証
するため，父への同一視得点から母のそれを減じ，同一視
の各領犠どとILD得点を算出した。その正は父への，負
は母への相対的な同一銭傾向を示すととになる。表を省
略したが，乙れによると男女とも， HA， LA群間IL有
意な差を認めなかった。ただ傾向としてみると， 男女H
AはLA群より類似で父』ζ，手本， 親しみ，尊敬，将来
のモデルで母に，また女子HAはLA群より類似，尊敬
で父IL，手本，親しみ，委来のモデルで母IL同一視の傾
向はうかがえるが，仮定2のbぞ支持すーるとはいえない
し，たとえ発見された傾向を認めるとしても，それをど
う解釈してゆくか困難である。これには正常児の場合父
重
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学
母いずれかの同一視に片寄りがたい乙と，高不安児とし
てもないわゆるお問題児と必ずしもいえない乙となどに
よるかもしれない。
以上銀への同一視の函からしても，高不安児は，とく
に男子の父へ，女子の父と母への関係、に好ましくないこ
とが発見された。とくに女子の場合には父母ともに全面
的ICモデルとしての重要性のみられた乙とに注意が必要
であろう。
要 量旬
Sarasonらの TASCを用い，小学生のテスト不安の
実態を調べ，乙れから選んだ高不安児と低不安児を比較
する ζとによって， テスト不安と親子関係との関連を検
討しようとした。高不安児の親子関係は低不安児のそれ
より好ましくないであろうと仮定された。
次の結果がえられた。
1)高不安児の評価した親の態度は，低不安児のそれ
に比し， 全体として好ましくなかった。その態度特性は
殺と子の性差によって若干の途いを認めたが，とくに消
極的拒否，積械的拒否，厳格などの態度が注罰された。
乙れに対し盲従や溺愛の態度は必ずしも大きい関連をも
たない乙ιそれをどう解釈するかの問題が指摘され
-，守、。
2)新らしく試みた親への同一視の函から，高不安児
が低不安児lζ比して同一視傾向の之しい乙と，とくに男
子の父との関係，女子の母とともに父との関係の重要性
が示唆された。しかし父母どちらにより同一視するかに
ついては，明瞭な総動量』ζ逮しなかった。
3)以上2つの測定から，高いテスト不安に好ましく
ない親子関係の存在が認められたが， さらに各所IL指摘
したように，将来の検討にまたねばならない点も少なく
ない。
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Summary 
The purpose of this research was to study the reJation between test anxiety and parent-child relation-
ship. Fourth， fifth and sixth grade chi1dren， divided into low， middle and high test-anxious groups， were 
exarnined on the questionnaire of chiJd-rearing attitudes and parental identification. 
The results of the study lead to the following conclusions ; a) parental attitudes of the HA group were 
rnore unfavourable than those of the LA group， especially on the attitudes of neglect， severity， expect-
ation， interference， contradiction and inconsistency between father and rnother， and b) the LA girls were 
identified by their parents more than the HA， but the LA boys only with their father moret han the 
HA. Some problems for future research were suggested. 
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